
GDR4800 操 作 方 法
①電源 兼 音量調整 右に回すと電源がつきます。

更に右にひねると音量を調整できます。

②通話ボタン 送信中は押したままにして下さい。
一人が話している間は
他のユーザーが話すことは出来ません。

③チャンネル チャンネルを変更する際に使用します。

④キーロックボタン 電源と音量調整以外のキー操作をロックします。

※納品時はキー操作をロックした状態でお届け致します。

交信不調等により現地にてチャンネルを変更する場合には、

まず④のボタンを長押ししてロックを解除してから、

③のつまみでチャンネルをご変更下さい。

のボタンは基本的に使用しません。

②

①
③

④

その他ご不明な点がございましたら、ご遠慮なくお問い合わせ下さいませ。

株式会社サムシング･ニュー
TEL：03-6278-8251 FAX：03-6278-8261
メールアドレス：tc@somethingnew.jp

※ディスプレイに“―Wait―”が表示され“ピピッ”と電子音がなった場合、
基準値以上の強さの電波を受信し、混線防止の為に自動的に送信が禁止された状態を
示します。
しばらく待ってから送信するか、
送信できない頻度が多い場合は他のチャンネルに変えて通信して下さい。



チャンネル 周波数(MHz)

1 351.2

2 351.20625

3 351.2125

4 351.21875

5 351.225

6 351.23125

7 351.2375

8 351.24375

9 351.25

10 351.25625

11 351.2625

12 351.26875

13 351.275

14 351.28125

15※ 351.2875

チャンネル 周波数(MHz)

16 351.29375

17 351.3

18 351.30625

19 351.3125

20 351.31875

21 351.325

22 351.33125

23 351.3375

24 351.34375

25 351.35

26 351.35625

27 351.3625

28 351.36875

29 351.375

30 351.38125

デジタルトランシーバー周波数一覧 ※15ｃｈは緊急呼び出しチャンネルに設定されている為
通常は使用しないようお願い致します。
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